
　　　　　　　
このかべ新聞は、
環境にやさしい植物油インキで印刷しています。 次

じ

号
ごう

は「7の不
ふ

思
し

議
ぎ

」だよ！お楽
たの

しみに！ ＊9月
がつ

1
つい

日
たち

発
はっ

行
こう

予
よ

定
てい

ホームページでもしょうかいしているよ！第776号

防
ぼう

災
さい
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してね。ちゅうでん壁新聞  クイズ で

前
ぜん

号
ごう

のクイズ  最
さい

強
きょう

の⾁
にく

⾷
しょく

恐
きょう

⻯
りゅう

と
　　　　　　  いわれている恐

きょう

⻯
りゅう

は？
答
こた

え＝ ②ティラノサウルス

地
じ

震
しん

のとき、おふろやトイレに
いたらどうする？
①すぐにドアを開

あ

ける
②じっとして待

ま

つ

ヒントは、必
かなら
ずこの新

しん
聞
ぶん
のどこかに書

か
いてあるから、よ〜く見

み
てね！

答
こた

 え

問
もん

 題
だい

ホームページからも応
おう

募
ぼ

できるよ。

はがきの応
おう

募
ぼ

方
ほう

法
ほう

次
つぎ

のあて先
さき

に、①〜⑤を記
き

入
にゅう

して送
おく

ってね。
※①の学

がっ
校
こう

名
めい

は「○○市
し
（町

ちょう
村
そん

）立
りつ

○○小
しょう

学
がっ

校
こう

」と必
かなら

ず

　書
か

いてね。（例
れい

）名
な

古
ご

屋
や

市
し

立
りつ

 中
ちゅう

電
でん

小
しょう

学
がっ

校
こう

〒461-868063円 ④
ク
イ
ズ
の
答
え

⑤
特
集
に
関
す
る

　
感
想
や
イ
ラ
ス
ト

　
も
、か
い
て
ね

うら面
めん

表
おもて

面
めん

中
部
電
力

ち
ゅ
う
で
ん
壁
新
聞
係

①
学
校
名
　
　

②
学
年
・
組  

③
名
前

しめ切
き

り：2024年
ねん

8月
がつ

1
とお

0日
か

　図と書しょカードは2024年ねん8月がつ31日にちまでに校こう長ちょう先せん生せいあてに送おくります。

クイズに正
ただ

しく答
こた

えた人
ひと

の中
なか

から抽
ちゅう

選
せん

で30名
めい

と、イラストや感
かん

想
そう

をかいてくれた
人
ひと

で本
ほん

紙
し

やホームページの「みんなのおたよりコーナー」でしょうかいされた人
ひと

には、「図
と

書
しょ

カード」をプレゼントするよ。 
図書カード

こた

あクイズに答えてプレゼントを当てよう！
せい かい

してね。でちゅうでん壁新聞

今までのテーマも見られるよ。
いま み

「電気こどもシリーズ ちゅうでん壁新聞」
は、次代を担う子どもたちに、エネルギー
や科学などに興味をもち、「学ぶ楽しさ」を
知ってもらうことを目的に、1951年の会社
創立以来発行している小学校壁新聞です。
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愛
あい

知
ち

県
けん

 富
ふ

士
じ

見
み

台
だい

小
しょう

学
がっ

校
こう

4年
ねん

生
せい

のお友
とも

達
だち

愛
あい

知
ち

県
けん

 富
ふ

士
じ

見
み

台
だい

小
しょう

学
がっ

校
こう

5年
ねん

生
せい

のお友
とも

達
だち

愛
あい

知
ち

県
けん

 平
ひら

子
こ

小
しょう

学
がっ

校
こう

5年
ねん

生
せい

のお友
とも

達
だち

愛
あい

知
ち

県
けん

 大
おお

高
だか

小
しょう

学
がっ

校
こう

4年
ねん

生
せい

のお友
とも

達
だち

長
なが

野
の

県
けん

 佐
さ

久
く

城
しろ

山
やま

小
しょう

学
がっ

校
こう

4年
ねん

生
せい

のお友
とも

達
だち

担当 ： 岩元

火
ひ
野
の
力
りき
太
た

原
はら
アトム 森

もり
野
の
いずみ

イラストを
かいてくれたお友

とも

達
だち

危
き 険

けん を減
へ らすた

めには

3つの「
ない」

がポイ
ント！

寝
ね

ているときに、
物
もの

が頭
あたま

に落
お

ちて
くるかも。

ここ
が危

き

険
け ん

！

お金
かね

停
てい

電
でん

時
じ

の
買
か

い物
もの

は
現
げん

金
きん

しか使
つか

えない
　場

ば

合
あい

がある

1
ひとり

人
30回

かい

分
ぶん

ほど
あるといいよ

ここ
が危

き

険
け ん

！

ここ
が危

き

険
け ん

！

ここ
が危

き

険
け ん

！
ここ

が危
き

険
け ん

！　　　

ここが
危

き

険
け ん

！

机
つくえ

のある場
ば

所
しょ

なら 家
いえ

で寝
ね

ていたら おふろやトイレなら

ろう下
か

や校
こう

庭
てい

なら 外
そと

を歩
ある

いていたら エレベーターの中
なか

なら

地
じ

震
しん

から身
み

を守
まも

るための備
そな

え
いろいろな防

ぼう

災
さい

グッズがあるよ。夏
なつ

はスポーツドリンク
（水

みず

に溶
と

ける粉
ふん

末
まつ

タイプもあるよ）や塩
えん

分
ぶん

タブレット
などの熱

ねっ

中
ちゅう

症
しょう

対
たい

策
さく

になるものを、冬
ふゆ

は防
ぼう

寒
かん

具
ぐ

を用
よう

意
い

するなど、季
き

節
せつ

に合
あ

わせて中
なか

身
み

を見
み

直
なお

そう。

ひなん生
せい

活
かつ

をしているときは、必
ひつ

要
よう

な物
もの

がすぐ手
て

に入
はい

らない場
ば

合
あい

が多
おお

いよ。
そんなとき、防

ぼう

災
さい

グッズを上
じょう

手
ず

に使
つか

う工
く

夫
ふう

をしょうかいするね。

地
じ

震
しん

はいつ、どこにいるときに起
お

こるか分
わ

からないし、そのときに家
か

族
ぞく

と
いっしょかどうかも分

わ

からないよ。だから「自
じ

分
ぶん

の身
み

は自
じ

分
ぶん

で守
まも

る」という
気
き

持
も

ちが大
たい

切
せつ

なんだ。命
いのち

を守
まも

るため、いざというときの行
こう

動
どう

を覚
おぼ

えておこう。

今
こん

回
かい

しょうかいしたほかにも、おうちの人
ひと

と災
さい

害
がい

想
そう

定
てい

の地
ち

図
ず

を見
み

たり、家
いえ

の
近
ちか

くでひなんできる場
ば

所
しょ

を確
かく

認
にん

したり、いざというときのためにいろいろ
話
はな

し合
あ

おう。

防
ぼう

災
さい

グッズを用
よう

意
い

しよう！1

地
じ

震
しん

で大
おお

きなゆれが起
お

きたとき、室
しつ

内
ない

でも家
か

具
ぐ

がたおれてきたり、物
もの

が落
お

ちてきたりする
ことがあるよ。下

した

のイラストの部
へ

屋
や

を見
み

て、どこが危
き

険
けん

か考
かんが

えてみよう！

部
へ

屋
や

の危
き

険
けん

をチェックしよう！2

地
じ

震
しん

が起
お

きたら、まずどうする？3

ラップやポリぶくろは、さまざまな使
つか

い方
かた

がある！

もしも巨
きょ

大
だい

地
じ

震
しん

が起
お

きたら、電
でん

気
き

やガスが止
と

まったり、水
みず

が使
つか

えなくなったりするおそれがあるから、
事
じ

前
ぜん

の備
そな

えが必
ひつ

要
よう

だよ。部
へ

屋
や

の危
あぶ

ないところや、いざというときの行
こう

動
どう

も確
かく

認
にん

しよう！

コラム

適
てき

当
とう

な長
なが

さに切
き

ってねじると、ヒモの代
か

わり
になるよ。さらに3本

ぼん
でみつあみにすると、

強
きょう

度
ど

のあるロープの代
か

わりになるよ。

大
おお

きいポリぶくろを、図
ず

のように
はさみで切

き
って頭

あたま
からかぶると、

雨
あめ

をよけるレインコートになるよ。

そのまま手
て

にはめれば、手
て

ぶくろの代
か

わり
になるよ。けがの手

て
当
あ

てや、汚
よご

れた物
もの

を
さわるときの感

かん
染
せん

症
しょう

対
たい

策
さく

になるよ。

けがをしたときに、きずを消
しょう

毒
どく

してラップを
ギュッと巻

ま
けば、きず口

ぐち
の保

ほ
護
ご

ができるよ。
骨
こっ

折
せつ

したときの応
おう

急
きゅう

処
しょ

置
ち

にも使
つか

えるよ。

スリッパ
けい帯

たい

ラジオ

救
きゅう

急
きゅう

セット

軍
ぐん

手
て

（手
て

ぶくろ）

飲
の

み水
みず

けい帯
たい

用
よう

トイレ

はさみ

タオル

ドライシャンプー

はしやスプーン

ウェットティッシュ
下
した

着
ぎ

や服
ふく

じゅう電
でん

器
き

マスク

ラップ

歯
は

みがきセット

かい中
ちゅう

電
でん

灯
とう

や
ろうそく

レインコート

着
ちゃっ

火
か

ライター

電
でん

池
ち

ポリぶくろ

ランタン
（ヘッドライト）

ヒモに
なる

食
しょっ

器
き

に
かぶせる！ レインコート

に
なる

手
て ぶくろに

なる

包
ほう

帯
たい

になる

しっかりした机
つくえ

の下
した

に
もぐる！

本
ほん

が落
お

ちたり、本
ほん

だなが
たおれたりするかも。

えへへ

物
もの

が床
ゆか

に落
お

ちて
くるかも。

ガラスが割
わ

れて
飛
と

びちるかも。

手
て

で頭
あたま

を守
まも

り、体
からだ

を
丸
まる

める！

かけぶとんや毛
もう

布
ふ

を
かぶる！

看
かん

板
ばん

やブロックべい、
切

き

れた電
でん

線
せん

から
はなれる！

すぐにドアを開
あ

ける！

全
ぜん

部
ぶ

の階
かい

のボタンを
おす！

非
ひ

常
じょう

用
よう

の
持
も

ち出
だ

しぶくろは、
玄
げん

関
かん

の近
ちか

くや寝
しん

室
しつ

に
置
お

いておくと
いいよ。

ラップ ポリぶくろ

とじこめられない
よう、最

さい
初
しょ

に止
と

まった
階
かい

で降
お

りる。

ダンゴムシ
みたいな
ポーズで。

ドアの
近
ちか

くの
たな

散
ち

らかった
おもちゃや
本
ほん

机
つくえ

のあしを
しっかりつかむ。

家
いえ

がゆがんで
ドアが開

あ
かなくなる

ことがあるよ。

ベッドの
近
ちか

くの
本
ほん

だな

まくら元
もと

の
上
うえ

にある
物
もの

手
て

をけが
しないために
必
ひつ

要
よう

いろいろな
利
り

用
よう

方
ほう

法
ほう

が
あるよ

ソーラーじゅう電
でん

式
しき

や
手
て

回
まわ

し式
しき

を選
えら

ぼう

長
なが

く保
ほ

存
ぞん

できる食
しょく

料
りょう

品
ひん

や
おかし

足
あし

を
けがしない
ために必

ひつ

要
よう

食
しょく

料
りょう

品
ひん

や水
みず

は
最
さい

低
てい

でも3日
か

分
ぶん

あると安
あん

心
しん

汚
よご

れたら
ラップをポイ

大
だい

小
しょう

いろいろ
用
よう

意
い折

お

りたたみ式
しき

もあるよ

水
みず

を使
つか

わずに
洗
あら

えるよ

とにかく頭
あたま

と
身
からだ

体を守
まも

ろう。

断
だん

水
すい

しているときは、水
みず

がとても貴
き

重
ちょう

だよ。
食
しょっ

器
き

にラップをかぶせて使
つか

えば、汚
よご

れても
水
みず

で洗
あら

い流
なが

す必
ひつ

要
よう

がないよ。

ラップのし
・

ん
・

は
そえ木

ぎ

の代
か

わり
にもなる

ラッ
プを

ねじ
ねじ

3本
ぼん でみ

つあ
み

1cm

15cm

切
き

り取
と

る（顔
かお

を出
だ

すところ）

切
き

り取
と

る
（うでを出

だ
す

 ところ）

たながたおれたり、
移
い

動
どう

したりしてドア
が開

あ

かなくなるかも。

にげるときの
じゃまになるかも。

ゆれで倒
たお

れる
危
き

険
けん

があるよ。切
き

れた
電
でん

線
せん

にはさわらない
でね。

　落
お

ちてこ「ない」
　たおれてこ「ない」
　移

い

動
どう

してこ「ない」
部
へ

屋
や

を目
め

指
ざ

そう！

1
2
3

ヘルメット

ヘッドライトは
両
りょう

手
て

が使
つか

えて
便
べん

利
り

歯
は

みがき
シートは水

みず

なしで
使
つか

える

食
しょく

料
りょう

品
ひん

両
りょう

はしを
それぞれ結

むす

んで、
ほどけないように

する

たなの
上
うえ

の
小
こ

物
もの

まどの
ガラス


